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可
決
さ
れ
た
予
算
は
４
年
連
続
で
過
去
最
大

　
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
26
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
に
は
市
長
の
施
政
方
針

に
沿
っ
た
令
和
２
年
度
予
算
な
ど
21
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
う
ち
15
件
が
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
新
た
な
総
合
計

画
「
え
び
な
未
来
創
造
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」
を
採
決
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
概
要
は
６
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
最
終
日
に
は
、
令
和
２
年
度
予
算
な
ど
に
対
す
る
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
た
後
、
市
長
か
ら
新
た
に
２
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提

案
さ
れ
た
議
案
名
お
よ
び
審
議
結
果
は
、
最
終
面
「
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
月
26
日
に
提
案
さ
れ
た
令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
５
会
計
合
わ

せ
た
予
算
総
額
は
７
３
６
億
２
３
０
０
万
円
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計

の
予
算
額
は
４
５
８
億
９
４
０
０
万
円
で
、
予
算
総
額
は
４
年
連
続
、

一
般
会
計
は
３
年
連
続
で
過
去
最
大
と
な
る
予
算
規
模
で
す
。

　
こ
の
５
会
計
の
予
算
に
対
し
て
議
会
は
、
３
月
２
日
の
本
会
議
で

各
会
派
を
代
表
し
た
６
名
の
議
員
が
市
長
な
ど
に
「
代
表
質
疑
」
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
予

算
に
つ
い
て
、
こ
の
委
員
会
に
設
け
た
３
つ
の
分
科
会
（
総
務
、
文

教
社
会
、
経
済
建
設
の
各
分
科
会
）
で
１
日
ず
つ
審
査
し
ま
し
た
。

　
３
月
27
日
の
本
会
議
で
、
そ
の
審
査
結
果
が
委
員
長
か
ら
報
告
さ

れ
た
後
、
各
会
派
を
代
表
し
た
６
名
の
議
員
が
「
討
論
」
を
行
い
、

賛
否
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算

と
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の

３
会
計
の
予
算
は
全
員
賛
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、「
代
表
質
疑
」
の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

問　
こ
の
数
年
間
は
、
将
来
へ
の
備
え
を
万
全
に
構
築
す
る
た
め
に

積
極
的
な
財
政
投
資
を
す
る
期
間
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
市
の
今
後

の
財
政
運
営
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
に
よ

り
、
市
税
は
微
増
傾
向
で
推
移
す
る
一
方
、
扶
助
費
の
顕
著
な
増
加

が
続
く
こ
と
で
、
今
後
の
財
政
推
計
の
中
で
も
厳
し
い
財
政
運
営
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
補
助
金
や
事
業
の
廃
止
、
一
部
負

担
金
の
導
入
な
ど
歳
出
構
造
改
革
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。
歳
入

面
で
は
適
正
な
公
共
施
設
使
用
料
や
手
数
料
の
設
定
を
検
討
し
ま
す

が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
居
場
所
と
い
う
面
の
配
慮
は
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
債
は
低
金
利
で
の
借
り
入
れ
が
可

能
な
の
で
、
投
資
を
行
う
際
は
積
極
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
自
立
を
独
自
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
福
祉

法
人
」
の
設
立
準
備
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
法
人
の
目

的
と
内
容
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
経
済
的
自
立
や
親
亡
き
後
の
自
立
な
ど
主
に
仕
事
、
住
ま
い
、

暮
ら
し
の
支
援
を
柱
に
し
て
、
現
行
制
度
で
は
対
応
が
難
し
い
課
題

の
解
決
が
目
的
で
す
。
令
和
３
年
度
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

問　
「
福
祉
法
人
」
は
、
障
が
い
の
当
事
者
や
家
族
、
支
援
者
が
多

く
集
う
自
立
支
援
協
議
会
の
活
動
と
、
ど
う
リ
ン
ク
す
る
の
で
す
か
。

答　
自
立
支
援
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
を
解
決
す
る
具
体
的

な
組
織
と
し
て
、
障
が
い
者
の
自
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
勝
瀬
保
育
園
の
民
営
化
の
詳
細

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
本
市
は
地
方
交
付
税
の
不
交
付

団
体
で
す
の
で
、
市
立
保
育
園
の
改

修
費
、
運
営
費
な
ど
は
全
て
市
の
負

担
に
な
り
ま
す
が
、
民
間
保
育
園
に

は
国
の
補
助
金
が
出
ま
す
。
人
口
減

少
に
伴
い
将
来
の
保
育
需
要
が
減
少

す
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
施
設
の
老

朽
化
対
策
も
含
め
、
今
後
の
市
立
保

育
園
の
あ
り
方
を
整
理
し
ま
し
た
。
勝
瀬
保
育
園
は
、
老
朽
化
し
て

い
ま
す
が
市
の
中
心
部
に
近
く
、
今
後
も
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
、
民
営
化
し
た
上
で
存
続
さ
せ
る
考
え
で
す
。

問　
民
営
化
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　
令
和
２
年
度
に
学
識
経
験
者
、
保
護
者
代
表
、
市
職
員
で
構
成

す
る
選
考
委
員
会
を
設
け
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を
選

定
し
、
引
き
継
ぎ
保
育
を
行
い
な
が
ら
令
和
３
年
４
月
か
ら
完
全
民

営
化
す
る
予
定
で
し
た
。
２
月
に
行
っ
た
保
護
者
説
明
会
で
移
行
時

期
に
関
す
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
点
を
再
度
検
討

し
、
改
め
て
方
向
性
を
示
し
て
理
解
を
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
国
の
統
一
的
な
算
定
基
準
に
よ

る
標
準
的
な
保
険
料
率
が
県
か
ら
示
さ
れ
、
こ
れ
よ
り
低
い
本
市
の

税
率
が
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
低
所
得
者
に
配
慮
し
て
均
等
割
額
と
平
等
割
額
は
据
え
置
き
、

所
得
割
額
の
税
率
だ
け
を
引
き
上
げ
ま
す
の
で
、
国
保
加
入
世
帯
の

約
45
％
は
影
響
を
受
け
な
い
見
込
み
で
す
。

問　
児
童
数
が
増
え
る
今
泉
小
学
校
は
、
１
校
体
制
の
ま
ま
で
教
室

数
を
増
や
す
計
画
で
す
が
、
文
部
科
学
省
は
小
中
学
校
の
適
正
規
模

は
18
学
級
以
下
で
、
31
学
級
以
上
は
過
大
規
模
校
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
48
学
級
に
な
る
前
提
で
大
規
模
化
を
進
め
る
の
は
、
教
育
上
の

大
き
な
問
題
だ
と
懸
念
し
て
い
ま
す
が
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。　

答　
普
通
教
室
18
室
の
ほ
か
特
別
教
室
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も
整
え
、
ま
た
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
も
有

効
な
校
舎
の
建
築
を
考
え
て
い
ま
す
。
大
規
模
校
の
課
題
は
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
の
で
、
児
童
の
学
習
や
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
検
討
を
進
め
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
有
馬
図
書
館
の
大
規
模
改
修
に
は
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
使
い
や
す
く
、
本
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

学
習
の
場
所
が
用
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
財

産
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
構
想
案
を
伺
い
ま
す
。

答　
親
子
で
過
ご
せ
て
読
み
聞
か
せ
も
で
き
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
や

子
ど
も
の
目
線
に
合
う
高
さ
の
書
架
な
ど
、
図
書
と
の
関
係
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
館
は
学
校
の
学

習
支
援
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
や
本

が
好
き
に
な
る
よ
う
な
施
策
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
額
は
７
３
６
億
２
３
０
０
万
円

３月定例会

改修後の有馬図書館（イメージ）


